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が、地域 (

ます。デ

は、食料
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法規制 (電 気事 業法等 )

機器 部品 資材 キ ッ ト

技術者

社会の しくみ
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必常 (ブ ブつン)

エネ′ιギービラミッド

エネルギー パスの概念 (新妻,201lb)
じ

第 1図  デュアル

研究所のキーコンセプ ト :EIMγと

ルギT‐ .:‐ .パー不‐___
E力Иy∈bθ4ry Lルレ 乃だ )と は、ある

エネルギー需要体があったとき、その地域に

ある再生可能エネルギーを、技術的 。経済的

条件が許す限り、最大限 “地域のために"利

活用するエネルギーシステム・社会システム

を言 い ます (新 妻,201la)。 この概 念 は、

2000年 から2002年 に我が国の地熱に関わる

専門家により行われた “地球環境適応型地熱

開発戦略に関する企画研究"(新妻,2012)の

中で、「発電所は結局地域にとつて迷惑施設

(NIMBY:Not ln My Back Yard)だ 」とい

う議論の中から生まれたものです。原発事故

の後、国民はこのNIMBYの 意味の深刻さを

改めて認識す ることになったわけです。

amγを実現 した地域社会が増えていけばお

のずと世界の再生可能エネルギーの利用は拡

大するでしょうし、その殆どは未利用エネル

ギーであるため、それを利用できるようにな

れば、そこの地域の安全・安心や地域経済に

も寄与することになるはずです。しかし、現

実の社会は数々の阻害要因がありE力 イヽyに は

なっていません。

我々のエネルギー消費は、我々が生活する

のに必要不可欠なエネルギー、社会生活を営

むのに必要なエネルギー、交通、商店街等社

会インフラに必要なエネルギー、産業に必要

なエネルギーと次第に大きくなります。現代

社会ではこれらすべてをまかなうため、高効

率・高性能・大規模なエネルギーシステムが、

低コストで高品質なエネルギーを供給 してい

ます。この度の震災では、この大規模エネル

ギーシステムのほとんどが機能停止 し、地域

の産業はもとより、我々の生活も困難なもの

となりました。

このような「流通エネルギー」のみに依存

する社会のしくみに対して、当研究所が提唱

するのは、デュアル・エネルギー・パス (DEP)

(新妻,201lb)と いう概念です。これは、我々

の生活に必要不可欠な分だけでも、価値基準

を異にした「自給エネルギーJで最大限まか

なうよう、エネルギーの筋道を二つにしよう

というものです (第 1図 )。

生活に必要不可欠なエネルギーは、今回の

震災の経験からみても、それほど大きなもの

⊃
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また、依頼により、次のような活動を行い

ます。必要に応 じて研究所内外のキーパーソ

ンや組織 と連携 して対応 します。

―再生可能エネルギー利用・地域再生に関

する調査・研究・企画・提言

―再生可能エネルギー利用・地域再生に関

する指導・助言

―再生可能エネルギー利用に関する技術相

談、技術指導・助言

―メンバの専門 。実績を活かした講演、講

義、執筆

―研究指導・技術指導、論文・報告書執筆

(Ser No 82)May 2013

指導

―申請書等作成指導・助言

一学習指導、研修受入れ

―見学受入れ、取材対応

3.3 研究所のメンバ

現在の研究所のメンバは次の通 りです。い

ずれのメンバも各々の専門性を活かした地域

実践活動に長い実績を有 しています。また、

客員教授 として、環境考古学や文明論で著名

な安田喜憲氏、地域起こしで多くの実績のあ

る結城登美雄氏をむかえています。

所長・教授  新妻 弘明  東北大学名誉教授。東北大学未来科学技術共同研究センター

客員教授。工学博士。エネルギー・環境学、電気・電子計測、

地 ド計測・探査、再生可能エネルギーー般、地熱・温泉熱・

地中熱利用、本質バイオマス

客員教授   安田喜憲  国際日本文化研究所名誉教授。東北大学大学院環境科学研

究科教授。理学博士。環境考古学、文明興亡

客員教授   結城 登美雄  民俗研究家。民俗学、地域づ くり

教授    上坂 博亨  富山国際大学教授。理学博士。地域エネルギー学、環境情

報学、生物生理学、中小水力利用

教授     菊地 重雄  NPO法 人川崎町の資源をいかす会理事長。地域づ くり、原

木キノコづ くり、本質バイオマス

教授     両角和夫   東北大学名誉教授。東京農業大学総合研究所教授。農学博士。

農業経済学、農協論、農協金融論、フイール ド社会技術学

教授    和田清美  和田技術士事務所所長。博士 (学術・環境 )。 エネルギー・

環境学、電気工学 (受変電)、 施工管理 (電 ・管・水・清 )、

循環型社会システム、本質バイオマス

主任研究員  星 昇   農業。写真館経営。理学修士。植物系統分類学、地域再生、

農学

研究員   岩崎 雄輔  会津若松ザベリオ学園中学・高等学校教諭。教育学修±。

動物生態学、環境教育

研究員    星 あき子   農業。地域再J

研究員   星 美喜雄  農業。地域再」

「
じ
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地域とエネルギーの問題は古 くて新しい問

題です。かつては、薪、炭、小水力、温泉等

の地域のエネルギーは地域の生業や営みに溶

け込んで活用されていました。それが、近年、

化石燃料や原子力のような輸入エネルギーが

主役になり、地域のエネルギーの活用はすた

れていきました。今、再生可能エネルギーの

利用拡大の気運が高まっていますが、各々の

地域に広 く薄く分布 し、また、その性状の地

域依存性が強い地域のエネルギー開発は、地

域とのかかわりなくては進めることができま

せん。

かつての地域エネルギーの利用では、①そ

れを利用しようとする人々のこころ、②地域

の自然を活かす知恵と技、③それに関わる暮

わしと生業、④それを可能にする経済の仕組

み、⑤それを支える社会の仕組み、の全てが

そろっていたからこそ実現 していたものでし

た。今、我々は現代社会において、各々の地

域でこの 5つ の要素を全て再構築しなければ

ならない時に来ていると言えます。当研究所

がこのことに少 しでも貢献できれば幸いです

が、何分にも少人数で非力な組織で、未だ運

営や活動も緒についたばかりで定まっていま

せん。関連組織 との連携を大切にしながら、

当面、目の前にある事柄を身の文で誠実に対

処しようと思っています。本誌の読者が関わ

られている地熱、地中熱は我が国の地域エネ

ルギーの中でも最有力のものであり、地域の

生業とも関連が深いものです。是非これから

もよろしくお願い致 します。また、我々でお

役に立てそうなことがありましたらお気軽に

筆者まで御連絡下さい。当研究所メンバの平

均年齢は高 く、その活動が持続可能であるた

めには若い方々の参画も必要です。当研究所

の活動に興味のある方は是非お声がけ下さ

い。

なお、当研究所の所在地は″ の実践活

動の実体がある福島県天栄村湯本においてい

ますが、社会への窓口として、私が客員教授

をつとめる東北大学未来科学技術共同研究セ

ンター庄子研究室 (仙 台市青葉区荒巻青葉)

で対応させて頂いております。御連絡はメー

ル (ni.eimy@m.tohoku.ac.jp)に てお願いし

ます。

日本a%γ研究所のホームページ

http://ve.cat vne.jp/ni.eimy/index.html

連絡先 :ni.eimy@m.tohoku.acjp
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